
的
な
重
要
情
報
が
、
紙
と
い
う
一
見
脆
弱
な
メ

デ
ィ
ア
に
記
録
さ
れ
、
何
百
年
も
の
ち
の
研
究

者
に
伝
え
ら
れ
る
、
そ
の
事
実
を
考
え
る
だ
け

で
厳
粛
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
わ
た
し
一
人

で
は
あ
る
ま
い
。

火
の
発
見
、
文
字
の
発
明
な
ど
、
歴
史
上
の

画
期
的
な
発
見
発
明
は
、
数
多
く
あ
る
。
そ
の

中
で
、
わ
た
し
は
紙
の
発
明
ほ
ど
人
類
に
貢
献

し
た
も
の
は
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。
一
時
期
、

文
書
を
作
成
し
た
り
保
存
し
た
り
す
る
、
便
利

な
電
子
機
器
が
こ
ぞ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
き
、

や
が
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代
が
来
る
、
な
ど

と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
知
る
と
お
り
で
あ
る
。

活
字
離
れ
が
叫
ば
れ
る
昨
今
も
ま
た
、
電
子
ブ

ッ
ク
な
ど
の
台
頭
で
本
が
な
く
な
る
、
と
し
た

り
顔
で
言
う
者
が
い
る
が
、
冗
談
で
は
な
い
。

紙
と
紙
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
が
、
未
来
永
劫

な
く
な
ら
な
い
こ
と
は
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
保

証
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

た
。
た
だ
し
、
時
の
経
過
と
と
も
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
そ
れ
ま
で
の
認
識
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
田
氏
は
一
九
六
〇
年
三

月
に
そ
の
文
書
館
を
訪
れ
、
問
題
の
古
文
書
の

束
が
倉
庫
の
奥
に
現
存
し
て
い
る
の
を
、
確
認

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
屏
風
の
下
張
り
と
し
て
使

わ
れ
た
た
め
に
、
糊
で
し
っ
か
り
く
っ
つ
い
て

い
た
。
し
か
し
、
目
に
触
れ
る
部
分
を
見
た
だ

け
で
も
、
貴
重
な
古
文
書
で
あ
る
こ
と
は
確
か

だ
っ
た
。
松
田
氏
は
、
文
書
を
水
に
つ
け
て
一

枚
ず
つ
は
が
す
作
業
を
し
た
い
、
と
館
員
に
許

可
を
求
め
た
。
館
員
は
難
色
を
示
し
た
が
、
松

田
氏
は
そ
れ
ら
が
い
か
に
貴
重
な
文
書
か
を
説

明
し
、
ま
た
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た
文
字
が
、

水
に
つ
け
て
も
消
え
な
い
こ
と
を
請
け
合
っ

た
。
辛
抱
強
い
説
得
が
功
を
奏
し
て
、
館
員
は

よ
う
や
く
許
可
を
出
し
た
。

松
田
氏
は
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
慎
重
に
は
が

し
、
一
枚
ず
つ
写
真
で
複
写
を
取
っ
た
。
そ
の

中
に
は
、
日
本
通
と
し
て
知
ら
れ
る
ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
の
、
自
筆
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
発
見
の
過
程
と
、
文
書
の
内
容
の
分
析
は

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
、『
屏
風
文
書
の
研
究
』

（
一
九
六
三
年
・
ナ
ツ
メ
社
刊
）
と
し
て
、
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
今
で
も
と
き
ど
き
古

書
店
で
見
か
け
る
が
、
さ
ほ
ど
高
い
価
格
で
は

な
い
。
と
は
い
え
、
中
身
の
価
値
は
そ
れ
を
は

る
か
に
超
え
る
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
歴
史

紙
と
聞
い
て
、
い
つ
も
真
っ
先
に
思
い
出
す

の
は
、
孤
高
の
キ
リ
シ
タ
ン
学
者
故
松
田
毅
一

氏
が
残
し
た
、
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

松
田
氏
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
残
る
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
の
古
文
書
を
求
め

て
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な

ど
各
地
の
文
書
館
を
歴
訪
し
、
採
録
す
る
作
業

を
続
け
た
。
本
来
は
国
家
が
行
な
う
べ
き
、
た

め
息
の
出
る
よ
う
な
遠
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、
ほ
と
ん
ど
独
力
で
遂
行
し
た
功
績
は
、
い

く
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
も
さ
れ
す
ぎ
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
そ
の
報
告
の
中
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
古
都
エ
ヴ
ォ
ラ
の
文
書
館
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
た
日
本
の
屏
風
の
下
か
ら
、
貴
重
な
キ
リ

シ
タ
ン
関
係
の
古
文
書
を
、
発
見
し
た
話
が
あ

る
。問

題
の
屏
風
文
書
は
、
数
十
年
前
の
先
賢
た

ち
の
報
告
に
よ
っ
て
、
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
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◆次回は10月5日号、いしかわじゅんさんです。

、、、、、、、、、、、、、、、、

逢
坂
剛

、

紙は平らに見えますが、じつは繊維
と繊維が重なっていて、凸凹していま
す。印刷は網点（小さな点）によって色
と濃度を紙の上に再現するため、紙に
対して高い再現性が求められます。こ
うしたニーズに応えて塗料で平滑にお
化粧をし、インキのノリを改善したのが
『塗工紙』です。みなさんが今読んでい
る「週刊文春」のこのページも塗工紙
のひとつ。高級美術書などは両面で
40ｇ/㎡、ポスターやカレンダーなどは
20g/㎡、新聞のチラシや写真週刊誌

Q. 最近、カラー印刷のチラシが増えたように思うのですが…？
A.『微塗工紙』という薄化粧美人が、紙の世界でも人気です。

は15g/㎡の塗料が塗られています。ま
た、最近よく見かけるカラーチラシは
『微塗工紙』と呼ばれますが、こちらは
両面で12g/㎡以下という薄さ！ 紙質
をカバーした上、１ランク上の品質を手
に入れることができる“薄化粧”は紙
の世界でも人気です。

紙
の
力
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推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

逢坂　剛（おうさか・ごう）●１９４３年
東京都生まれ。中央大学法学部卒業
後、広告会社勤務。中学生の頃から
探偵小説を書き、’８０年『暗殺者グラ
ナダに死す』でオール讀物推理小説
新人賞を受賞。’８７年『カディスの赤い
星』で、第９６回直木賞、第４０回日本
推理作家協会賞、第５回日本冒険小
説協会大賞をトリプル受賞。最新刊に
『禿鷹狩り 禿鷹Ⅳ』。著書多数。

、

塗工紙 非塗工紙

PAPER & Vol.5Q A

 WBjpa05Osaka05web  06.8.23 1:27 PM  ページ 1


